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2  具体的には以下のようである。陽明学が朝鮮で非難を受けたが、中国の朱子学者の羅欽順（整菴、
1465-1547）の理気論、心性論は朝鮮儒学における論争の主要な参照対象となり、重要な地位にあっ
た。現地の思想を取り入れるという点については、中江藤樹（1608-1648）は陽明学を奉ずるとはい
え、日本固有の「神道」思想に対して敬意があり、山崎闇斎（1618-1682）は朱子学と神道とを融合
させ、「垂加神道」を創立するに至った。  
3  東アジアの人文研究に対して、黄俊傑は「東アジアの経験を集め、東アジアから出発して考える」、
「経書のような古典や価値理念を研究の核心とする」、「文化を研究の筋道とする」の三大研究方向を
提唱しており、参考になる。氏著『東亞文化交流中的儒家經典與理念―互動、轉化與融合―』（臺北、
國立臺灣大學出版中心、2011 年、ⅰ-ⅷ）。この他、台湾のここ二十年の東アジア儒学研究成果は，黄
俊傑の主導で、『東亞文明研究叢書』、『東亞文明研究資料叢刊』、『東亞文明研究書目叢刊』、『東亞儒
學研究叢書』、『東亞儒學資料叢書』、『身體與自然叢書』（楊儒賓、陳昭瑛主編）として、等百冊余り
の専門書として出版されている。有志於東アジア儒学の研究を志す者には、見て頂きたい。  
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